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勤労者生活動機測定の試み

馬 場 道 夫

我 々の 日常生活を支配する動機には様々なものがある。著者は これを,勤
くの

労動機,消 費の動機,余 暇活動などの動機の三つに分けて考察 した。また別
ぐの

に,勤 労動機を,労 働意欲とい う点か ら理論的に分析 した。本研究において

は,勤 労者の労働意欲いわゆるモラール及び,勤 労者の家庭,金 銭,組 合に

対す る態度の測定を実際に行なお うとす るものである。また,そ の動機の相

互の関係を決定 しようとす る。 しか し,何 よりも,動 機測定のための質問紙

の第一次の検討に研究の主眼がおかれている。

測定に当って,い かなる動機が存在 し,い かに分類され るべきであるかに
ぐ　ノ

ついては,別 に示 した通 りである。その結果か ら,こ こでは勤労者の生活に

関する動機づけの分類を次のように定めた。

(1)家 庭。従来のモラール調査には,家 庭に対する態度調査は含まれてい

ないのが普通である。 しか しここでは,勤 労者の生活動機 とい う視点か ら,

これを含めた。家庭に対する満足感,家 庭重視の程度,家 庭の条件などが調、

べ られ,合 わせて家庭に対する態度とされる。

② 仕事。勤務先における職務そのものに対する満足感,価 値観を合わ し

て,仕 事に対す る動機 とされる。なおこのほかに,非 形式的小集団における

生産制限,お 互いにあま り働かないでおこうではないか とい う約束事につい

ての問題が含まれる。

(3)金 銭。賃金に対する満足度,消 費,貯 蓄傾向など金銭に対する要求の

強さを測定す る。 これには色 々の物質的要求,飢 えとか渇が間接的に関係 し

ていると考え られ る。

(4)同 僚。勤労者の生活に おいて,非 常に大きな 部分を占める 問題であ
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る。 仲間同志の友好関係,排 斥関係,友 人の人数,け んかなどの質問があ

り,同 僚に対する態度,社 交的動機を測定す る。

(5)組 合。組合に対する満足感,一 ・体感,政 党支持など,組 合に対する態

度。

(6)自 己主張性。昇進に対する要求,競 争の動機,社 会的優位への努力,

指導ずきなどの項 目が含まれている。

(7)会 社に対する態度。管理職幹部に対する態度,会 社の政策,会 社に対

する一体感を調べ る。

(8)労 働条件。文字通 りの ものである。作業場,室 内の気温,ま た各種の

作業設備,安 全の度合,医 療設備 も労働条件に含めた。従 って,こ の項 目は

いわゆ る福利厚生を含めているもの となっている。

(9)上 司。直接の管理,監 督者に対する態度である。上司に対する好悪,

その監督についての満足,不 満足,権 威的な態度を上司が持つか どうかなど

の監督の方法などの項 目がある。

上記の9分 類は,著 者の別にな した分類に,家 庭,組 合,会 社の3つ の態
く　し

度対象を加えた ものにす ぎない。

さて,こ のように分類された動機及び態度をいかに して測定すべきである

か とい う問題が,次 に生じて くる。人間におけ る動機づけの測定は,具 体的

行動で直接測定す ることは,著 しく困難である。特に 日常生活に作用する動

機の強度を直接に測定することは,全 く困難であるといわねぽな らない。そ

れを もし実験的に測定 しようとすれば,そ れは 日常生活に作用す る動機では

な くなって しま うであろう。現在なされている方法 としては,投 影法による

か,質 問紙や面接によるか,日 常行動を観察 し,記 録するかの3つ の方法 し
　　 ラ

か な い で あ ろ う。 投 影 法 は,McClellandら に よ っ て 用 い られ,後 の2つ に

く　ラ

ついてはCattellに よって代表される研究がある。最後の ものについては,

評定法によって尺度化された従業員態度測定法が産業心理関係では用いられ

ている。
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まず,日 常生活に作用する動機づけの研究の第1段 階としては質問紙に よ

ることが適当であろ う。特に,人 間の動機にあっては,動 機の強度 よりも,

そ の種類の決定が重要な問題である。更に,同 じ動機分類の中にあって も,

そ の動機が表現される方法,場 面は色々のものがあ り・一定 していない。い

かなるときにそれがいかに して表現され るかが重要である。このためには質

澗 紙による方法が最も適 している。

さて,研 究の前提 としての最後の最も困難な問題は,動 機づけの相対的な

強 度の決定である。現実的行動について動機強度を測定す ることはできない

のだか ら,そ の絶対的な強度を我 々は直接知ることはできない。ただ間接的

・にのみ ,質 問に対す る答の中でそれを推定す るより外にない。従って,問 題

轄 あ くまで相対的となる。相対的 とい うことには2つ の側面がある。まず,

～・わゆる統計的な大集団の中で,平 均 よ り劣るとか優れるとい う相対的とい

う意味がある。知能検査の場合が これに属す る。第2の 側面は,異 種の動機

の 間の比較において,ど れ もが最も,強 い動機であるか,次 に強い ものはど

れかな どである。性格検査の場合,異 種の性格特性を比較する場合にみ られ

る。 ただし,標 準化されているので,こ れには第1の 意味が 加え られてい

る。

動機強度の比較の場合に重要であるのは,後 者の意味である。実際の諸動

機の中で,日 常生活の中で,ど れが最 も強 く作用 し,ど れが次に強 く作用す

るかを知ることが必要なのである。単にある個人や集団の動機が,平 均 より

筒 く,他 の動機が平均 より低いとい うことを知るのではな く,絶 対的動機強

度が相対的に動機検査の結果に反映されるのでなけれぽならない。 これは,

停 例法や,一 対比較法でなされ るであろ う。 しか し,実 際問題 として,数 十

の 質問に対 して,こ れ らの方法を適用することはできない。

宅 こで採 られた方法は,厳 密性において欠けるとい う欠点があるが実際的

:fsものである。9の 動機分類に関 して,な るべ くそれが実際の場面を代表す

る ように,そ れぞれ10の 質問を作 り,そ れぞれの質問に3つ の答を準備 し,
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そ の うち1つ に ○ を つ け させ,1,0,一 一1点 を 与 え る もの であ る。 た とえ一

ぽ,あ る動機 に つ い て の10の 質 問 に 対 して,そ の動 機 の 存 在 を認 め させ る

答,1点 が10個 あれ ば,そ れ は,最 高 の 得 点10点 が 与 え られ,最 高 の 動 機

があ る とされ る。 明確 に存在が認 め られ なけれ ば0点 が与 え られ る。 また,

そ の存 在 を 明確 に否 定 す る答 一1点 が10個 あれ ば,-10点 が与 え られ,最

低 の 動 機 と され る。

もち ろ ん,こ の よ うな単 純 な考 え 方 に は反 対 が多 いであ ろ う。た とえ1つ ・

の 質 問 に対 して の み しか,動 機 の存 在 を 認 め させ る 答 え が なか った と して

も,そ の1つ が他 の いか な る動 機 よ りも強 い とい うことが存在す るのであろ

う。幸い,1つ の 動機 の強 い こ とは,結 果に み られ る よ うに,他 の 同種 の 質

問 項 目に 汎 化 した り,転 位 した りす る よ うであ る。 このために,1つ の 質 問

だけ が,他 のす べ て の項 目を 押 さえ て 強 い動機 を示す ことは実際問題 と して

あ り得 ない。問題 はむ しろ,質 問 項 目が いか に よ く実際 の 行 動を統計的に代

表 した見本 とな ってい るか とい うことであ る。 この決定は,む しろ試 行錯 誤

的 に 行 な うよ り外 ない。

研 究 仮 設

研究の 目的は,動 機検査の準備調査にあるが,同 時にい くつかの仮設が検

証され うる。

(1)家 庭に対す る動機の強いこと,そ れの満足感の高い ことは,職 務の遂.

行に促進的に働 く。

(2)非 形式的集団があ り,そ の集団規範が生産制限を生ぜ しめているか ど

うか。設問㈲㈲㈲。

(3)同 僚間の親和的関係は,職 務の遂行を促進す るか どうか。

(4)組 合 と会社に対 して二重帰属性が存在するかどうか。

(5)職 務によって,仕 事の価値感,興 味が果た して違っているか。

(6)自 己主張性は,作 業動機に関係あ りやな しや。
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⑦ 金銭的要求と職務遂行はあまり関係がないであろ うか。

(8)作 業条件は,会 社への一体感を条件づけるものであろ うか。・

(9)上 司と会社は同一視され ることがあるであろうか。上司に対す る満足

は,会 社に対する態度を改善するであろ うか。

などである。

研 究 方 法

質問票の作製 既に基本的な考え方については触れておいた。9っ の力動

的態度おのおのについて10の 質問項 目,回 答選択肢を作 ることである。

質問票は第1表 の通 りである。

第1表

勤 労 者 生 活 意 見 調 査
部 局

注 意一 記入 の前に 次の文をか な らず お読 み下 さい一

この調査 は,働 い てい る方 々の 日頃思 ってお られ ることを,出 来 るだけ,よ く

知 り,勤 労者の要望 と,生 活 の中で の問題 を,朋 らかに しよ うとす るものです。

日常 の生活 の中で 自分 の感 じた り,考 え た り,お こな った りしてい る ことを,よ

く思 い出 して,正 確に 記入 して下 さい。

まず,あ なた の年令そ の他 を,そ れぞれ の1=1の 中に書 き,か っこの 中に は,

あな たのあては まるものに,○ をつけ て下 さい。

あなたの年令i=i才 〔男 ・女〕 職名ll

月収11円 〔手取 り〕

住居 〔アパ ー ト,間 借 り,勤 務先 の寮 ・社 宅,官 公舎,借 家,自 宅〕

住居 の場所(都 市)〔 住 宅街,商 店街,工 場地 帯,そ の他〕

(町村)〔 農 業地 帯,漁 業地 帯,林 業地帯,そ の他)

記入 につ いての注 意

次に,90の 質問 が準備 してあ ります。質問 には,そ れぞれ3つ の答が用意 して

あ りますか ら,そ の3つ の中で,も っ ともあなた の考えや 行 動に近い ものの番号

に○をつけ て下 さい。

質問 は,あ なたか,あ なた の勤務先 の こ とを対 象 とします。
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あ なたの姓名は書 く必要 があ りませ ん。 また,こ の結果 を勤務成績 の参考 にす

るよ うな ことは,決 してあ りませ ん。楽 な気持 ちで記入 して下 さい。

(1)出 勤す るだけ で疲れ る ことがあ りますか。

〔1い つ も2と きどき3な じ 〕

(2)仕 事 を しなが ら ほか の ことを考 えた り,話 した りす ることが あ りますか。

〔1た び たび2た まに3な し 〕

(3)あ なたの給 与は,同 じ職場 の同僚 の中で どの位 の ところにあ りますか。

〔1高 い2同 じ3低 い 〕

(4)同 僚 の間で,け んかや 口論をす る ことが あ りますか。

〔1た びたび2た まに3な し 〕

(5)組 合幹 部 を信頼 してい ますか。

て1信 頼 す る2は つ き りしない3信 頼 しない 〕

(6)ク ラブや サ ー クル活動 の リーダーに な ることに興味が あ りますか。

〔1大 いに あ る2少 しあ る3全 くない 〕

(7)管 理職 の幹 部(会 社 の社長,重 役 な ど)を 信頼 してい ますか 。

〔1信 頼す る2は っき りしない3信 頼 しない 〕

(8)現 在 の労働時間 について どう考 え ますか。

〔1も っと長 くて よい2今 の ま まが よい3も っと短 い方が よい〕

(9)あ なた の上役 は,部 下 の意見 を聞 こ うと しまずか。

〔1よ く聞 く2と きどき聞 く3聞 かぬ 〕

(10)終 業後,ま っす ぐ家に帰 らない ことがあ りますか。

〔1非 常 に たびたび2と き どき3ほ とん どな し 〕

(11)仕 事が 簡単で あ きることがあ ります か。

〔1い つ も2と きどき3ほ とん どな し 〕

(12)た いていの家にあ る ものな ら,あ なたの ところにあ りますか。

〔1よ?よ り多 くあ る2だ いた いある3よ そ よ り少ない 〕

(13)同 僚 と酒 を飲 みに行 った り,食 事 を しに行 った り,ゲ ームや スポ ーツをす

る ことが あ りますか。

〔1よ くある2と きどき3ほ とん どな し 〕

(14)あ なた の支持 す る政党 は何 ですか。

〔1革 新2保 守3な し 〕

(15)入 を指 導す る ことに興 味があ ります か。

〔1あ り2少 しあ り3な し 〕

(16)あ なたは,勤 務先 ので きごと,状 況につ いて充分知 らされ てい ますか。

〔1充 分2あ る程度3ほ とん どない 〕
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勤務中に危険 を感ず る ことがあ りますか。

〔1た びたび2た まに3全 くない 〕

監督は きび しいですか。

〔1き び しい2特 に感 じない3ゆ るい 〕

家庭を大事 にす る方ですか 。

〔1大 事 にす る2ど ち らと云えぬ3大 事に しない 〕

あなた の仕事 は,有 益 な,価 値 のあ る ものだ と思い ますか。

〔1そ う思 う2わ か らぬ3そ う思わ ない 〕

も っとよい暮 しをす るた めに,ど うして収 入を増やすか,考 えた事が あ り

ますか。

〔1た びたび2た まに3な し 〕

あなたは,同 僚 が病気 の とき,見 舞に行 くことがあ りますか 。

〔1よ く行 く2た まに3な し 〕

あなた の職場 で組合に対 して無関心 な人が どの位,い ると思い ますか。

〔1ほ とん ど無関 心2半 分位 い る3ほ とん どいない 〕

あ なた は,仲 間や他 の人 に負けた くない気持 ちがあ りますか 。

〔1強 い2少 しあ る3全 くない 〕

今 の職場 に一 生い て もよい と思 い ますか。

〔1一 生いて も よい2当 分はい る3今 す ぐ移 りたい 〕

勤務先 では,ス ポー ツや 娯楽のため の施設 に費用を 出 して くれ ますか。

〔1よ く出 して くれ る2多 少は出す3出 さない 〕,

あなた の上役 は,あ なた の仕事 ぶ りに充分 注意 して くれ ます か。

〔1充 分2多 少3不 充分 〕

家庭は,休 息 や他 の社会活 動 のた めの 準備 をす る ところであ るとい う考 え

に賛成 ですか。

〔1賛 成2ど ち らとも云えない3反 対 〕

作 業中 ひ ど く疲 労を感ず ることが あ りますか。

〔1た びたび2と き どき3ほ とん どな し 〕

貯 蓄は,今 の生活を ぎせ いに して もや るべ きだ と思 い ますか 。

〔1そ う思 う2無 理 な くや る3あ ま り貯 蓄せぬ 〕

同僚 の一人が上 役に 叱 られ てい るのを 見 て 気 の毒 と 思 うこ とが あ ります

か。

〔1た い てい2と きに よ り3あ ま り感 じない 〕
.

困ったことが起きたときに∫組合役員・幹部に相談することがありますか。

〔1よ くあ る2と きど き3特 にな し 〕
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社 会的に もっと偉 くな りたい とい う気 持 ちが あ りますか。

〔1大 いに あ る2あ る3ほ とん どな し 〕

あなたは,勤 め先 の発 展状況 が気に な りますか。

〔1非 常 に気に な る2気 に な る3ほ とん ど気に な らぬ 〕

職場 の衛 生,医 療 設備につい て ど う思い ますか。

〔1よ い2あ ま りよ くない3わ るい 〕

監督 や上 役に,気 軽 に ものが云 え ますか。

〔1い つで も云 え る2場 合に よる3ほ とん ど云 えない 〕

あなた の住居 の環境は よい方 ですか。

〔1よ い2ふ つ う3悪 い 〕

今 の仕事 を当分,続 け て もよい と思 い ますか。

〔1続 け たい2特 に考 えない3止 め たい 〕

今特 に買い たい と思 ってい る ものが あ りますか 。(衣 類,電 気製 品 な ど)
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〔12つ 以上 あ る21つ あ る3な し

勤め先 に良い仲間が い るので楽 しい と思 うことが あ りますか。

〔1よ くあ る2と きどき3な し

あ なたの組 合員 と しての態度 は熱心 ですか。

〔1い つ も熱心2と きどき熱心3熱 心で ない

人を使 った り,命 じた りす ることに興味が あ りますか。

〔1非 常 にあ る2多 少 あ り3な し

あなたの勤務先(会 社 な ど)は,今 後 ど うな る と思 い ますか。
2か わ らぬ〔1さ かんに な る3お とろえ る
2わ か らぬ

機械工具 は,使 い よ く作 られ てい ますか。

〔1使 い よい2特 に感 じない3`使 いに くい

あなたの仕事 の監督者(上 司)に 好 意を持 て ますか 。

〔1持 て る2特 に な し3持 て ない

家族 内でけ んかや 口論が あ ります か。

〔1よ くあ る2と き どき3:ほ とん どな し

あな たは,仕 事 に精 出 して,仲 間か らほめ られ た ことがあ りますか。

〔1よ くあ る2た まに3全 くない

あ なたの収 入は,国 民全体 の中で どの位 の と ころに あ ると思い ますか。
2ふ つ う〔1高 い方3低 い方
2わ か らぬ 、

あなた の職場 で,特 に皆か ら信頼 され,尊 敬 され てい る人がい ますか。

〔1い る2わ か らぬ3い な い

〕

〕

〕

〕

〕

〕

〕

〕

〕

〕

〕
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組合 の幹部に な って もよい と思 い ます か。

〔1よ い2わ か らぬ3そ の気 な し 〕

人事 は公正 に行なわれ てし ると思い ます か。

〔1公 正2わ か らぬ3不 公正 〕

自分 の勤め先 の悪 口を云われ た とき,ど ん な気持 ちが しますか。

〔1い やな気 持 ち2少 しいや な気持 ち3特 に 感 じない 〕

休憩室,更 衣室 な どの職場 の設備に不満が あ りますか。

〔1非 常 に ある2少 しあ る3な い 〕

あなた の監督 者の指揮,統 率 は上 手ですか。

〔1う まい2特 に感 じな い3下 手 〕

勤め先で の心配事 な ど,家 族 に話 しますか.

〔1い つ も2と き どき3話 さない 〕

あなた の職場 で,仕 事に熱 中 してい る人をみ る と,ど う感 じますか 。

〔1反 感を持つ2特 に感 じない3尊 敬す る 〕

あな たの職 は,保 証 され,収 入 は安定 してい ますか。

〔1全 く安定.2ほ ぼ安定3不 安定 〕

同僚で気 の合 った人が い ます か。

〔13人 以上22～1人3な し 〕

組 合は,ふ だん は,経 営者,管 理職 幹部に協 力的 だ と思 い ます か。

〔1協 力的2わ か らぬ.3反 抗 的 〕

いつ まで も今 の地位 に いて もよい と思 い ます か。

〔1よ い2し ば ら くの間 よい3今 す ぐ昇進 を 〕

会社 の よい評判 を聞いて,嬉 しい と感 じますか。

〔1う れ しい2や や うれ しい3何 を 感 じない 〕

あなた の会社 で冬 寒 くて困 ることはあ りませんか。

〔1た いてい困 る2と きどき困 る3困 る ことな し 〕

あなたの直接 の上 役 は,あ なた の面倒 を,よ くみて くれ ます か。

〔1よ くみ る2少 しはみ る3よ くみ たい 〕

家庭生活に 満足 してい ます か。

〔1満 足2特 に感 じない3不 満 〕

あな たの会社 では,あ ま り仕事 に熱心 だ と,か らか われ た り,非 難 され た

りす る と思 い ます か。

〔1そ う思 う2わ か らぬ3そ う思 わない 〕

給 与は,こ の辺では,高 い方ですか。

〔塙 い方 第 霧 ぬ3低 い方 〕



一78一 商 学 討 究 第14巻 第4号

(67)同 僚 と うま く行 かぬ ことが あ りますか。

〔1よ くあ る2と き どき3ほ とん どない 〕

(68)組 合 は,あ な た方 のために,う ま くやつて くれ てい ると思い ます か。

〔1か な りうまい2少 しは役に立 つ3全 く役 に立 たず 〕

(69)あ なたは,同 僚 と くらべて,も っと難 か しい仕事 がで きる と思 い ますか。

〔・できる 甥 斑 ぬ3で きない 〕

(70)自 分 の勤 め先を 誇 りと思 ってい ますか。

〔1誇 りに思 う2少 しは 誇 りに思 う3そ う思わぬ 〕

(71)休 憩時間 は少 ない と思 い ますか。

〔1非 常 に 少 ない2や や 少 ない3少 な くは ない 〕

(72)今 の監督 者の下 で働 いて,働 きがいが あ ると感 じますか。

〔1あ る2少 しは あ る3な い 〕

(73)あ なたは,住 居の近所 の人 と うま くや ってい ますか。

〔1非 常 に うま く2だ い たい うま く3う ま くい っていない〕

(74)い つ も職務 に集 中で きますか。

〔1で きる2と き どきで きない3ほ とん どで きない 〕

(75)今 の収入 で,生 活 は苦 し くあ りませ んか。

〔1苦 しい2や や苦 しい3楽 で あ る 〕

(76)あ なたの職場 の人達 は,皆 良 い人達 だ と思 い ますか。

〔1良い人が多い 甥 講 ぬ3悪 い人力・多い 〕

(77)組 合 の集会 に参加 しますか 。

〔1い つ も2と き どき3ほ とん ど しない 〕

(78)将 来,経 営 者 ・管理職幹 部に なる意志が あ りますか。

〔1は っき りあ る2ぼ んや りとある3な い 〕

(79)勤 め先 の幹部 のあ なたに対す るや り方は,こ れ で よい と思い ますか。

〔1よ い2わ か らぬ3よ くない)'

(80)仕 事 の器具,機 械設備 は,と との ってい ますか。

〔1非 常 に ととの ってい る2だ いたい よい3と との っていない 〕

(81)心 配事が ある時 に,上 役に相談 す る ことが あ りますか。

〔1た いて い2と き どき3し ない 〕

(82)家 族皆で旅行 や娯楽に で ることが あ ります か。

〔1よ くあ る2と き どき3ほ とん どな し 〕

(83)仕 事 の能率 を上 げ るために,何 か考え た り,思 いつ いた りした事が あ りま

す か。

〔1よ くあ る2と き どき3な し 〕
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(84)賃 金制度,賃 金決定 の方 法につ いて不 満が あ ります か。

〔1非 常 にあ る2少 しあ る3ほ とん どな し 〕

(85)休 憩時 間には,皆 と話 した り遊んだ りす る ことが あ りますか。

〔1た いてい2と き どき3ほ とん どな し 〕

(86)あ なたは,労 使が対立 した きに,そ の どち らか の指示 に従い ますか。

〔1労 働 者側2時 と場 合に よる3使 用 者側 〕

(87)昇 進 が で きなけれ ば,昇 進 ので きる 他 の職に 移 った方 が よい と 思い ます

か。

〔1移 る2わ か らぬ3移 らぬ 〕

(88)あ なた は,自 分 の勤め先 を もっと立 派 な ものに しよ うと思い ますか。

〔1非 常 に2少 しあ る3な し 〕

(89)あ なた の職場 は,暑 くて困 る ことは,あ りませんか。

〔1い つで も2夏 は困 る3困 らぬ 〕

(90)あ なた の直接 の上役 は,尊 敬 で きます か。

〔1で ぎる2特 に感 じない3で きない 〕

そ の他,家 庭 生活,職 業生活,社 会問題 につ いて意見 が あれば,自 由に

お書 き下 さい。

具体的動機づけは,あ る目標,対 象に対する接近的反応の強さ,持 続力,

つ まり接近努力とここでは考えられているために,分 類は,因 子分析の結果

を参考に しながらも・操 作的に定義され る場面によって分類されている。 こ

の方が実用的と考え られたか らで もある。質問は具体的行動ばか りでな く,

興味,要 求,直 観的判断などの主観的内省的側面,そ れ らを規定す る条件の

3種 を含めることとした。いずれが決定的に重要であるか定め られないため

である。

質問項 目は,動 機分類について,一 定の順序で配列されている。その順序
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雛:鶴繍繋 総製 妻』野盤 織 嚇
おかれている。(1)⑩⑲……は家庭,② ⑪⑳……は仕事 といったように配置さ

れている。

仕事(職 務)の 項 目で,集 団規範による生産制限に関する質問が3つ 含ま

れている。この問題をかな り重要視 したためである。会社については,そ れ

に対する一体感を重視 し,働 御㈹の3項 目を加えた。作業条件に照明や騒音

の条件を入れなかったのは,物 理的に測定が容易であることと,比 較的順応

が良 く,最 近では各工場ともかな り注意 していることのためであ る。これに

対 して温度条件の統制は充分でな く,1年 を通 じての記録が必要なので,2

つ の質問を これに当てた。

対象 小樽市内のある中企業の従業員214名 に前記調査票を配布,168部

を回収 した。標本構成は第2表 の通 り。部課の分類は必ず しも管理組織の分

類に よっていない。同 じ建物,同 じ部屋にいる点を重視 した。

表中,事 務は,総 務部,営 業の販売係,経 理部,試 験室,合 計31名 が在勤

している。製造一課は5っ の係があ り,合 計66名,製 造二課は85名 で5っ

の係がある。倉庫とあるのは,営 業部倉庫係で13名,そ れに3名 の汽罐係が

加え られている。この外,製 造三課,管 理課があ る。表と照 し合わせれぽ,

第2表 調査対象標本構成

部 課

男

女

計

務事

課

課

庫

一

二

造

造

製

製

倉

人 数

男 女1不 明

3

3

1
⊥

-
⊥

0

0

五
て

ー
↓

-
⊥

-
⊥

1
⊥

-
↓

1

1
⊥

(∠

∩◎

3

4

ロ
)

つ
」

2

1

十量
ロ

う
Q

1

4

「⊥

-

(∠

AB

平均年齢 平 均 賃 金
(才)1(円)

30.8

26.3

28.7

5sl20.7

70ユ9.6

1820.9

26,077.9

13,76Q.0

2Q,721.6

11,477.1

11,023.1

13,655.3

B/A×IOO

8.47

5.23

7.22

5.54

5.62

6.53

全 体1471・41616712・4112・8135 599
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か な り高率の回収率であることがわかろ う。 なお,168名 の回答者中1名 の

回答は著 しく不完全なものであったので,統 計か ら除外 した。大部分が女子

従業員であることは 留意を要す る点である。 また,事 務は男女は 同数に近

く,倉 庫は男子が多い。

表中,B/Ax100と あるのは,年 齢に対す る賃金の比を算出してみた もの

で,年 功序列的な給与体系の強い我が国においては,ま だ通用 してもいい も

の であろう。 これを賃金年齢指数 と呼んでおこう。この指数は,事 務男子が

最 も高 く,事 務の女子が最 も低 くなっている。倉庫は二番 目に高い指数を示

している。平均年齢,平 均賃金ともに,調 査票に記入されたものより算出を

されたので,正 確なものとは言いがたい。

実施 昭和38年6月8日 に調査票配布,10日 に回収 した。配布回収は経

営 者の了解の下に組合員に よって 行なわれた。 被調査者は 自宅にて 記入 し

て,提 出することができる。

結 果

まず,全 体 と して の 各 質 問に 対 す る反 応分布を知 る必要 があ る。3つ の 回

答 選 択 肢 の うち ひ とつ に あ ま りに反応 が偏 ることは,適 当 な設 問 で あ る とは

い え な い 。 第3表 は この結 果 を 示 してい る。数 字の上の+一 の記 号 は,採 点

の 方法 を 示 し,+は そ の 選 択 肢 が動 機 の 存在 を 認 め るとされた もの,叉 は,

要 求 の 満足 の条 件,一 は 存 在 が 認 め られ な い もの,又 は,不 満 な状 態,○ は

1はっ き りしな い もので あ る。 番号1,2,3は 回答 選 択 肢 を 示 して お り,常 に

左 が1,右 が3,中 央 が2で あ る。 した が って,第1表 の調 査 を 参 照 すれ ば,

～・か な る問 に 対 して いか な る反応 がなされたかが理解 され るであろ う。反応

tはす べ て百 分率 で表 わ れ て い る 。第4列 の動 機 得 点 は ,+の 反 応 が1点,O

lは0点,一 は 一1点 が与 え られ,そ れ を 人 数 で割 り100倍 した 平 均 の動 機 得

点 を 示 して い る。 この数値は100か ら 一100ま で変 化 す る もの で,100は 完

全 にす べ て の人 に 動 機 の存 在 が認め られ る場合を示 し・ 一一looesす べ て の人
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第3表 の1

質問

番号12

一
(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

(10)

(11)

(12)

(13)

(14)

(15)

(16)

(17)

(18)

(19)

(20)

(21)

(22)

(23)

(24)

(25)

(26)

7.2

26.3

十

1.2

8.4

十

50.9

十
6.6

十

32.3

十

〇.6

十

26.9

4.8

3.0

十

1.2

十

14.4

十

29.4

十

11.4

十

4.2

1ユ.4

29.3

十

68.9

十

34.7

46.1

十

34.1

6.6

十

42.5

十
19.8

十

18.6

十

6

3

1

:1:]i
76.61
56.3

46.7

32.9

57.5

24.0

59.3

52.1

33.5

58.7

54.5

6.6

38.3

76.6

59.3

64.7

30.5

49.7

46.1

59.9

53.9

53.3

69.5

67.7

57

十

28.1

十

4.2

22.2

十

35.3

2.4

、60.5

10.2

75.4

13.8

十

43.ユ

十

63.5

40.1

31.1

0

64.1

50.3

19。2

十

29.3

十

6.0

O.6

15.6

十

7.8

6.0

十

39.5

4.2

10.8

13.8

,1動機 得点
:

t
21・Ol

-22 .li

-21.ol

26.9

48.5

-53 .9

22.2

-74 .9

13.2

38.31

60.5i

_38 .,1

一16 .8

22.81

1
-38 .9

-15 .0

18.O

l-23 .4

68.3[

19.21

_38.3]

28.1

32.9
1

38.3i

9.oii

4・81

66

動機得点.
番号123

(28)

(29)

(30)

(31)

(32)

(33)

(34)
■L

(35)
　 ロ

(36)

(37)

(38)

(39)

(40)

(41)

(42)

(43)

(44)

(45)

(46)

(47)

(48)

(49)

(50)

(51)

(52)

(53)

24・61

21:/

十
30.5

十

6.0

十

19.2

+
26.3i
十

31.7

十

21.6

十

28.7

十

34.1

86.8

十

41.3

十

24.0

十

6.0

十
2L6
十

26.9

十
21.0

9.0

十

3.0

十

1.2

十

21.6

十

7.8

十

12.6

+
68.gIj

60.51
+1
132

64.1

58.7

十
70.7

66.5

21.6

42.5

58.7

51.5

69.5

61.1

50.3

6.0

49.ユ

65.3

49.1

78.4

59,9

62.3

55.7

50.9

61.7

56.3

38.3

69.5

22.8

33.5

65

十

11.4

十

11.4

0

21.6、

3.0

72.5

38.3

15.O

l6.7

9.0

10.2

15.6

十

7.2

9.6

10.8

44.9

0.0

13.2

16.8

十

35.3

46.1

37.1

22.2

53.9

18.0
-1

8.41

+
6.oil

一13 .2t

-18 .6

62.9

27.5

-66 .5

-19 .2

11.4-

15.0

12.6

18.6

18.6

-79 .6

31.7

13.Z

-38 .9

21.6

13.8

4.2

26.3、

-43
.1.

-35
.9

-O
.6

-46
.1..

-5
.4・

60.5・

54.5

8
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第3表 の2

問

号

質

番
動翻 質問

1動機得点

十

(55)

(56)
十

(57)
十

(58)

十
(59)

(60)
十

(61)

(62)
十

(63)

(64)

(65)

(66)

(67)

(68)

(69)

(70)

(71)

(72)

1
16.2

8.4

・2.61

38,3

35.9

21.6

70.7

36.5

21.6

十

39.5

10.8

十

8.4

9.0

十

39.5

十

14.4

十

34.1

12.6

十

22.2

i

:1:li
76.61
53.3

62.3

67.7

25.7

43.7

58.1

40.1

58.ユ

68,9

62.3

59.3

75.4

41.9

42.5

49.7

32.3

十

53.3

1Q.8

8.4

1.8

十

10.8

3.6

十

19.8

20.4

20.4

十

31.1

22.8

十

28,9

1.2

10,2

24.0

十

44.9

28.1

67.1

-16 .8

1.2

一16 .2(73)

44・9il(74)

'・8}1(75)

29・9i(76)

34.1(77)
1

-10 .8・1(78)

1

19.21

20・引

一14 .41

19.sl
38.3i

4.2i

lo.21i
32.3

-6 。O

(79)

(80)

(81)

(82)

(83)

(84)

(85)

(86)

(87)

1(88)

(89)

(90)

十

15.6

十

35.9

46.7

十

45.5

十

53,3

十

10.8

十

9.6

十

10,2

十

3.6

十

6.6

十

20.4

19,8

十

76.O

十
56.3

十

14.4

十

46.7

ユ4.4

十

26.3

1-
74.99.6

61.7「-2.4

十

49.14.2

49.74.8

41.94.8

28.760.5

73.117.4

71.318.6

29.367.1

33。5

56.3

60.5

21.0

43.7

68.9

44.3

[
61・7i

61.11

59.9

23.4

十

19.8

3.0

0.0

16.8

9.0

十

24.0

12.6

6.0　

33.5

-42
.5

40.7

48.5

-49
.7

-7 .8

-8
.4L

-63
.5

一53
.3

-3
.0・

0.0

73.1

56.3

-2
.4

37,7

9.δ

13.8

にその存在が認め られ ない ことを示 している。Oは そ の 中 間 で あ り,ど ち ら

と も言 え ぬ状 態 で あ る。 また例えば,30,0と あれ ば,30%だ け,+の 反 応

を なす もの が 多 い こ とを 示 し,-50.Oと あ れ ぽ,50%だ け 一の反 応 を なす

もの が 多 い こ とを示 してい る。

表にみ られ るよ うに,ほ ぼ反 応 分 布 は 満 足す べ き もの である。特に,選 択

肢 に100%の 反 応 が な い こ とは,質 問 に 決定 的 な 欠点 の な い ことを示 してい

る。 しか し,0の 評価 を与 え られ る選 択 肢 に つ い ては,反 応 の68%以 上 の

集 中は,過 度 で あ り,質 問 の意 味 や 選 択 肢 の 決定 が あ いまいであ ることを示
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してい る。⑯,⑬,㈲,㈲ の4つ が これ で あ り,現 在 改 善 され てい る。

全 体 を 通 じて興味 のあ る反応を示 した質問を拾 うと,(3)全 体 で 賃金 が 同 じ

職 の 同僚 よ り高 い と答えた ものが僅か二人1.2%で あ る。 同 様 に賃 金,金 銭

の 項 目を投 うと,⑫,⑱,働 も同 じ傾 向を もつ こ とが わ か る。 これは,賃 金

や 金 銭 に 対す る要 求 は,常 に 強 く答 え るべ きだ とい う,い わ ば 習 慣 が で き て

い るた め で あ ろ う。動機測定尺度 としては,か な り+の 答 の 生ず る よ うな 方

向 へ,回 答選 択 肢 を変 え なけ れ ぽ な らない。 この点につ いて も,現 在 既 に 改

善 され てい る。

仮 設(2)の 集 団規 範 に よ る生 産制 限 へ の傾 向の存否をみる と,㈲,60,㈲ に

よ って判 断す る と,著 しい もの は な く,あ る と して も,比 較 的一 部で,し か

もあ ま り強 い もの で は な い こ とが推定 され る。我 々の観察 した範 囲で も,多

くの職 場 で熱 心 に 職 務 が 遂 行 され ていた。

また会社に対す る態度 の項 目,働,㈹,㈹ を 見 る と,か な りの程 度 の一 体

感 が み られ る。 これ は,こ の工 場 が この地 域 の この種 の製 品を作 るところ と

しては,最 大 の もの で あ り,商 品 宣 伝 に も熱 心 で あ る と ころか ら,う な ずけ

る結 果 であ る。

部 課 毎 の比較を 次にお こな う。観察 の結果,労 働 意欲 が部 課 に よ って 異 な

る と推 定 されたで の,こ の 点 を特 に 注 意 して 分 析 を 行 な った。 この調査がモ

ラールの尺度 と して有効 な らば,部 課 に よ って,反 応に 一 定 傾 向の 差 が 生 じ

て い なけ ればな らない。 これ を各質問毎に,動 機 得 点に よ っ て示 した ものが

第4表 で あ る。

1課,2課,倉 庫,事 務 の順 に動 機 得 点 が 良 くな ってい る傾 向が,全 体 を

通 じて み られ るで あ ろ う。 ただひ とつ 完全に逆方 向の反応が示 され た質問(28>

に お い て も,Z2・=10.254(df-・6)で10%の 危 険率 に 達 してい な い 。 全体 と

して,モ ラ ール の測 定 に 有効 で あ る こ とを暗示 してい る。

動機 に よって分類 した結果を次に検 討す ると,第1図 の 如 くで あ る。横 軸

鉱 動 機 得 点 で+は,そ の 動機 の強 い こ と,又 は,そ の 要 求 の満 足 して い る こ
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第 4 表
1

讐噂i・
1 却 華 庫

質問事 務
番号「濡.

(1)
(2)
(3)
(4)
(5)
(6)
(7)
(8)
(9)

3.6

=li:ll
ll:11-ll
:21-71
:ll

15.7
-15 .7

-20 .O

l5.7

51.4

-52 .9

25.7

-70 。0

10.O

61.1
-16 .7
-22 .2
44.4
72.2
-50 .0
27.8
-66 .7
61.1

45.。}(46)
-20 .OI「(47)
-20 .8{(48)

乙皇:昌1981
-37 .5(51)

20,8(52)

-87 .5、(53)

8.31(54)

ユ0.9

=ll:1

=,8:「
-9 .1

-ll:ll
-23 .6

、8.6!

二撚

=,1:1
-ll

:8

:5Z:1

1
55.61-33 .31
-50 .q
38.91
-44.41
33.31
77.8
-38 .9
22.2

(10)
(ll)
(12)
(13)
(14)
(15)
(16)
(17)
(18)

29.1
58.11
-58 .1
-18 .2
1.8
-58 .1
-16 .4

3.6
-25 .6

45.7
60.0
-34 .3
-31 .4

27.1
-32 .9
-17 .1

12,9
-37 .1

16.7

50.O
-ll .1
27.8
38.9
-33 .3
-5 .6

27.8
5.6

54,0(55)

75,01(56)

(57)一・29.21

--4 .21(58)

45,81(59)

-16 .7(60)

一毒l

ll1[iii

一12 .7

34.5

3.6

29.1

32.7

-16 .4

74.5

-60 .0

7.3

9

1

7

7

4

3

6

3

0

2

7

5

5

1

4

8

4

0

5

(」

(∠

R
)
1

一

一

一16 .7

33.3

-ll .1

44.4

38.9

-33 .3

66.7

-22 。2

61.1

62.5:
-50
.0'争

一54
.2ニ

ー12 .5

-62 ,5

-16 ,ア

83,3・
-37
,5.

-16
.7

一62
,5

41.7

-4 .2

4.2.

7Q.8・

-25 .σ

75.σ

45.8

-20 .8、

(19)
(20)
(21)
(22)
(23)
(24)
(25)
(26)
(27)

(28)
(29)
(30)
(31)
(32)
(33)
(34)
(35)
(36)

61.8
-5 ,5
-45 .5

40.0
34.5
30.9
-7 .3
-10 .9
-10 .9

5

7

4

6

6

1

7

3

6

5

2

6

5

3

9

2

7

3

3

【D

(∠

(◎

(∠

-
占

一

一

一

一

[

67.l
l2.9
-34 ,3

15.7
22.9
41.4
8.6
8.6
17.1

一11 .4

-25 .7

64.3

28.6

-78 .6

-14 .3

L4

24.3

1Q.0

72.2

44.4
-27 .8

33.3
44.4
50.0
27.8
27.8
33.3

一16 .7

11.1

50.0

33.3

-38 .9

-5 .6

22.2

33.3

38.9

ll:81-ll
:ll
ll:9
11:1
-4 '1

潮
=iiiil
ll:1

(64)
(65)
(66)
(67)
(68)
(69)
(70)
(71)
(72)

(73)
(74)
(75)
(76)
(77)
(78)
(79)
(80)
(81)

5

0

1

5

9

5

7

7

3

5

0

9

5

0

5

2

2

7

2

2

(j

1

3

一

一

一

一

5.5
2L8
-54 .5

36.4
49.1
-63 .6
-9 .1
-16 .4
-74 .5

14.3
17.1
1.4

15.7
44.3
7.1
10.0

28.6
-14 .3

0。0

35.7
-42 .9

38.6

45.7

-47 .1

-8 .6

0.O

-61 .4

33.3
27.8
-22 .21

55.6
50.0
5.6

66.7
27.8
33.3

38.9
55.6
-38 .9
77.8

38.9
-44 .4

5.6
-11 .1
-44 .4

54.2.

25.0・
-2Q .8

37.5

29.2.

16.7

20.8

45.8

-8 .3・

O.0・

37.5・

-16
.7冒

29.2.

匠62
.5

-29 .2

12,5・

-12
.5

-58
.3・

(37) 3.6 28.6 16.7 25.0 (82) 一69 .7 一47 .ユ 一50 .0
1 -37 .5

(38)
(39)
(40)

ユ.8

-80 .0

25.6

11.4
-87 .1

34.3

55.6
-77 .8
77.8

50・ol
-58 .31

4.2

(83)
(84)
(85)

一5
.5

-16
.4

70.9

一5 .7

7.1

78.6

一11 .1

44.41

83.31

16.7
-16 .7'

54.2

(41) ユ2.7 ユ4.3 5.6 16.711 (86) 54.5 51.4 72.2 62.5

(42) 一40 .0 一35 .7 一50 .0 一37 .5 1 (87)
一3 .6 5.7 一33 .3 O.Q

(43) 9.1 21.4 33.3 41.71 (88) 30.9 27.1 72.2 58.3.

(44) 1.8 15.7 44.41 12.5 (89) 一12 .7 一2 .9 61.1 58.3

(45) 0.O-5.7 55,614.21
1
(90) 12.7 4.3 61.1 8.3
1
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とを示 している。家庭,仕 事,組 合,同 僚,会 社,上 司に対 しては,そ れに

対す る満足 と,そ れに対する接近的傾向を意味す る。 しか し,賃 金について

は,+は 金銭に対す る満足,接 近的傾向の少ないことを表わす。また 自己主

張 は,支 配,優 位,競 争の動機の強いこと,但 し人事に関す る質問ωは例外

的にその公正を+と した。労働条件はその満足,快 適を+と した。

図のみ られ るように,全 体 として4つ の職場における差が認め られ る。 こ

の分散分析表が第5表 である。Fは いずれも1%の 危険率で有意な傾向と判

豪 庭

仕 事

.金.銭

同 僚

組 含

目己主張

会 社

労働条侍

上 司

→60 十40

第1図

十200-20 一40 一60

ll

l1 万＼「::
「1

1

、＼ ミ

トくll
I、 蟻 、、＼1,

11

.1
・'1

ll一 一コ,1■
ノ ρ,

,!4!

ノ σ'
1「1

1.'ρ'

1置1
1 、魅

＼
鴨
＼

ll ト嘱::::
ll

雪1

、 ミ
、 、 ・ 、1`1巳、 ここ㌦ 、 、
＼、 、 、 、
、＼ こ 、、 、
＼ 、 、 鮨L

ll、 ド、ll
ll

馳

ll罵 一 ♪ 一一'
/.'

〃 〆.'

θノ=ン1"

〆 ・ゴ ン',"1'
,Ilレ6'

1

幽1

・＼ 、1㍉ 、 ・1・1
、＼
＼ 、 、 、
＼』く＼

、 、 、 、

＼ ＼.、 ㌔
1＼ ＼ ・'…1

11

11 /÷ 〉くよ＼/: 1ll ＼Il!'ll/'

＼ ノ'

＼/!

＼ ノ!/

1'1lI 111
倉 事 纏

庫 務 熟 諏
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第5表

変 数

A

B

個

誤

機

課

FB

差

差

×

動

部

A

体

平 方 偏 差 df 平均平方偏差

4227.898

811.362

779.172

3349.044

7785.524

8

3

24

163

1304

全 体1、6669.295 1502

528.487

270.454

32.465

20.546

5.970

F

　 く

88.524
ラく メ

13.163
メ メ

5.438
ラくメ

3.441

×x1%で 有意義を 示す。

第6表

動 機

課

課

2

1

t

家 庭

1.29

0.33

2.04b

仕 事

1.03

0,18

金 銭

一1 .64

-2 .84

1・79312・ 臨

同 僚

2.27

2.27

組 合

1.61

1.35

0.535

自 己
主 張 会 社

一1
.331.87

-2 .58ユ.44

2.1元 2.訪

労 働
条 件

一 〇.54

-2
.11

上 司

一 〇
.79

-1 .36

…1

4.6580.884

1
×5%,× ×2%,× ××O.1%で 有意差を示す。df=123

断 され る。 した が って,動 機 相 互 に 得 点の 違 い が あ り,部 課 も全 体 と し得 点

が 異 な り,し か も,部 課 に よ る差 違 は,動 機 の 種 類 に よ って異 な る こ とが立

証 された。特に部課 の違 いの焦点は,製 造1課,及 び製 造2課 に あ る。そ こ

』でそ の 平均 の 差 をt検 定 した もの が
,第6表 で あ る。

製 造1課 と製 造2課 の 最 も著 しい 差違 は労 働 条 件 に認 め られ る。 これは,

1課 が 比較 的小 規 模 で,縮 小 され た り・,臨 時 的 な職務 が 多 い のに 対 して,2

'課 は 最近 急 に 成 長 した
,比 較 的 自動 化 され た 新 しい機 械 設備 を使用 してい る

、こ とと関係 があ るのであろ う。 このため,第4表 の質 問 ㈲,⑳ に つ い み る

乏,1課 と2課 の差 は か な り大 きい 。 また,冬 の寒 さ6Zに 大 きな 違 い が あ

る。 これ は,第2課 は,加 工 食 料 品 乾燥 の た め 加 熱 して い るか らであ ろ う。

£特に賃金,金 銭 に つ い て第2課 の 方 が低 い,賃 金 年 齢 比 は両 者は ほぼ 等 しい
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に もかかわ らず,賃 金,金 銭 に対 す る要 求,不 満 が第1課 の 方 が 強 い のはr

労 働条 件,設 備 の 差違 が原 因 とな り,そ の 不 満 が 転 位 して い る と 考 え させ

る。

これ に対 して,倉 庫 の 群 の 特 徴 は,上 司 と同 僚 が,非 常 に高 い こ とであ

る。事 務 との比較で も,そ れ ぞれt・-4.459及 びt・=3.985df-40で0.1%

の危 険 率 で有 意 差 を認 め る こ とが でき る。 したが って,倉 庫 の総 点 の高 い の

は,恐 ら く上 司 に よ る もの であ ろ う と推定 され る。

事務は,特 に 目立 った傾 向は み られ な い が,極 めて 当然 な が ら労 働 条件 が ・

最 も良 く,組 合 に対 して も積 極 的態 度 を も ってい る。

この会社全体 と しては,同 僚,組 合,会 社 が よ く,金 銭 の 要 求高 く,自 己

主 張 性 の低 い こ とが 認 め られ る。 しか し,こ れ は全 国 的傾 向で あ るか も しれ

な いの で,全 国 的 な標 準化 の手 続 きを 経 て後 には じめて妥 当な結論 がされ る

であろ う。 また しか し,採 用 され た サ ソプル の性 質 を考 えてみれば,女 子 が

多 い 点か ら,自 己 主 張 性 の 少 ない こ と,会 社 がか な り有 名な 会 社 で あ る こと

か ら,会 社 への 一 体 感 が か な りあ る こ とな どは極 めて当然の ことであ る。

結果 の解釈 、検討

次に,最 初 に 述べ られ た仮 説 に つ い て 検討す るこ とに しよ う。仮説(2)にv・〉・

い て は既 に確 認 され て い る。(5)に つ い ては,職 務 単 位 で集 計 で き なか った た

め に,必 ず しも明 白で は な い が,事 務,倉 庫 が 仕 事 に対 す る態 度は よい 。

後 の仮説はいずれ も,動 機 相 互 の関 係 に つ い て の もの であ る。大体の比較

は,部 課 間 の比 較 で も可 能 で あ る。 更に個人個人につ いて,各 動 機 間 に相 関、

を調 べ る こ とに よって,一 層 これ は 明確 に な る。第2課 のみ に つ い て,こ れ

を第7表 に 示 す 。他 の 部 課 につ い て もほぼ同様の傾 向を示す。

表にみ られ る とお り,36の 相 関係 数 に つ い て論 ず るの が,最 も正 統 的 な 方

法 であ ろ うが,こ こで は,は じめ に 指摘 され た 仮説 につ いてのみ検討す る。

仮説(1)家 庭 と仕 事 の 相 関は0.368で あ る。 また,仕 事 の 動 機 の高 い 職場}・
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第 7 表
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上 司

隊 庭 仕 事

0.176 o.島7

労働条件0.2050.191

金 釧 同 囲 組 合1自己主鵡 社脚

0.2870.3510.394 0.128 調
・・44誉i・ ・26シ ・ユ76;一 ・・1741・ ・197

会 社

自己主張

組 合

同 僚

金 銭

仕 事

0.25る ・・嗣 …23
ラくマ

0.1770.502

×tl

O.332iO.209}
一 〇
.0790.0780.168

。・21・ ・斗 ・」91

o.蕊i

ラくハ

O.1500.403 ・・。7・{

O.217

一 。
.001レ0.071

1_

・・塑

t検 定 の結果,×5%,× ×1%で 有意 な相 関係数 を示す。

は,ほ ぼ家庭に対す る態度 もよいとい う関係がある。 しか し,ど ちらが原因

であるかは決定できない◎家庭の状況が悪 くなるのも,職 場に よるか もしれ

ず,ま た職場のの悪いのは,家 庭にその原因があるかもしれない。いずれに

せ よ,両 者に有意な相関が見い出された ことは,常 識か らい って も極めて当

然ながらも,充 分考慮せねぽな らぬことであろう。

仮説(3>同 僚 と職務の相関はかな り高い。 これは,仕 事の項 目に生産制限

の問題を含めた ことか ら,期 待 されて然 るべ きことである。同僚間の親和関

係の高いことは,仕 事に対す る動機を高めるであろ う。 しか し,部 課間の比

較においては,こ のことは必ず しも明白でない。倉庫におけ るようなよい人

間関係は,仕 事の動機を高めていることは示されているようである。 この場

合も,仕 事に対す る動機が,逆 に同僚間の親和関係を促進す るということを

否定はできない。 しか し,仕 事が比較的チームワークを必要 としない もので

あるので,こ の逆の関係はあま り可能性のあるものではないであろう。 ここ

では,同 僚間の親和関係は職務を促進す るとい う常識を再確認できた と見 ら
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れるであろ う。

仮説(4)二 重帰属性を一応,組 合と会社に 対す る態度の 相関でみると,

0.502と 本調査では,最 高の相関係数を示す。また職場間の比較でも,組 合

に対す る態度の積極的なものは,会 社に対 しても一体感をもっているように

みえ る。また組合と仕事 も0.398の 相関係数があ り,組 合に対 して熱心なも

のは仕事 も熱心であ る傾向がある。

仮説(6)自 己主張性は昇進を含んでいる。 したがって,仕 事 との相関がみ

られ るだろうと考えられたが,残 念なが ら,相 関は充分に大きいものではな

かった。 これは,簡 単にいって偉 くな りたい気持ちであるので,こ の傾向の

強い者は会社への一体感は増すであろう。この ことは両者の相関O.331で あ

る程度示されている。

仮説⑦ 金銭的要求は,古 くか ら,職 務遂行 と結びつけ られて来たものだ

けれ ども,最 近は この傾 向を否定す る者が多い。 これは,物 質生活の全般的

改善 と関係があるかもしれない。それにもかかわ らず,金 銭的要求は,か な

り強いのが本調査で見い出された一つの傾向である。面白い ことに,そ れで

もなお,仕 事 との相関はほとんどない。金銭的な要求の強い ことは,賃 金に

対す る不満を生ずる筈であ り,そ れが職務遂行の動機を減少させる筈である

のに,こ のことは示されなかった。人間の労働は金銭のためだけに行なわれ

ているのではない ことを示す よい例 と言えるであろ う。

仮説(8)労 働条件が,会 社への一体感を作るだろうとい う仮説は,著 者が

先になした仮説である。 しか し,残 念ながら,両 者には,相 関がみられな

い。だが,こ れは同じ職場であるために,労 働条件の差が充分でなかったこ

とによるのであろう。部課別の比較では,ほ ぼ労働条件の良い課は,会 社に

対す る態度もよいことが示されている。 この点は,更 に多 くの会社,多 くの

職域で この調査を行ない証明され ることであろ う。労働条件 と金銭,上 司 と

の相関が高い。 これが 何も意味す るかは,分 析のこの段階では 不明である

が,要 求の多い態度,不 満型の要因を考えさせ る。
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仮設(9>上 司 と会 社 が 同 一視 され る ことは,極 め て 生 じやす い 事 柄 で あ る

乏 言 え るのであ ろ う。実際に この ことは,両 者 の相 関 係数0.489で 示 され て

魅 る。 第1図 を 参 照 して も,上 司 に よい態 度 を持 つ 職場 の順 と,会 社 に対 し

て 良い 態 度を 持 つ 順 は,全 く同 じで あ る こ とは 注 目に値 す る。 この ことは,

上 司 の 態 度 や行 動 が会 社 に 対す る一体感を,労 働 条 件 よ りも よ く条 件 づけ る

とい えそ うであ る。 この外,上 司 は,仕 事 と0.357,同 僚 と0.351,組 合 と

も0.394,労 働 条件 と も0.480と い う相 関 を 持 って い る。 勤 労 生活 の中にあ

っ て,い か に 上 司 が 重要 な 役割 を 果 たすか が理 解 され るであろ う。中級管理

者,中 級幹 部 の 重要 性 が 再 認 識 され るべ きであ る。

なお最後に,こ の調査の妥当性をみるために,欠 勤率を見ると,第8表 の

一如 くであ
った。第1課 の欠勤率が増加 しているのがみられた。 もちろん充分

第8表 な証明ではないが,検 査の妥当性を一

・5則6月7月 応 認 め る ことが で き るであ ろ う・今後

第1課3.75.47,2は,上 記 の 結 果 に 基づ き不 適 当 な 質 問

第2課4・64・84・3を 除去 した り,改 善 して,標 準化 をす

・注 単位は%る こ と,因 子分 析 な どを行 な っ て,検

査 の 因 子構 成 を 明 らか にす る とともに,生 活 動 機 の構 造 と発 生 を 明確 に す る
くの

ことが残されている問題である。最近Friedlanderは 職務満足の調査を行な

い,因 子分析の結果,社 会的技術的環境,内 的自己実現的職務の側面,進 歩

に よる承認,の3因 子を明らかに した。 本研究におけ る,上 司,仕 事の一

部,金 銭,同 僚,労 働条件は,第1の 因子を示すか もしれない。本調査にお

いても相互の相関はかな り高い。第2の 因子は仕事,第3の 因子は,自 己主

張 に対応され るであろ う。

また,特 に標本の性質について充分な検討が加え られなけれぽな らない。

今 回の調査は職場単位のモラールに重点をおいたために,性 別,年 齢,勤 続

年 限,職 務の性質について 検討されなか ったが,標 準化や,他 の条件分析
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では,こ れ らの諸点について研究 していかねばな らない。 しか し,標 準化は

この検査に とって本質的なものではない。最初にいわれた ように,重 要であ

るのは,各 種の動機による絶対的反応量の相対的な関係であ る。

なお,勤 労者の意見調査,態 度調査は我が国でもかな り大規模に行なわれ
くの くの

ている。最近でも,三 枝や,立 大産業関係研究所の例があ るが,こ れ らはい

ずれ も社会学的な立場か ら行なわれた ものであって,こ こにみ られ るように

動機強度測定の意味は含まれていない。社会的現実的問題を直接知 りたい と

い うのであれぽ,こ こで用い られた質問紙は中途半端なものである。本調査

の意図は,実 は動機強度測定検査の作製である。勤労者は本質的にいかな る

動機に よって行動 しているかを量的にとらえることを 目的としていたのであ

る。

また,他 の尺度化された従業員態度測定 との相関,比 較研究が,今 後の問、

題 として残されている。
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